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眼球，及び頭部の位置が主観的正面に与える影響について

Theeffectsofeyes‐andhead-positionsonthedirectionoi

subjectivestraight-ahead．
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北島洋樹

Ｈ７わんｊぷ、ﾉﾉ碗ａ ’
Ｆｏｕｒｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓｗｅｒｅｐｌａｎｎｅｄｔｏｅｘａｍｉｎｅｈｏｗｔｈｅｅｃｃｅｎｔｒｉｃｉｔｙｏｆｅｙｅｓａndheadpositions

affectsthesubjectivestraight-ahead、ｌｎＥｘｌ)erimentsl，２，ａｎｄ３，theinUuencesofeach

positionofeyesandhead，andthecombinationofbothpositioｎｓｗｅｒｅｅｘａｍｉｎｅｄ，respectively，

InordertomeasurethedisplacemelItofthesubjectivestraight-aheadundertheseconditions，

ｔｗｏdifferenttestswereassignedtoSs,ｔｈａｔｉｓ,ａ）indicatingthevisualstraight-aheadand

b）pointingtothesubjectivestraight-abeadwithoutanyvisualcue、InExperiment4,the

changeinthedirectionofwalkingstraight-aheａｄｉｎｄａｒｋ（testｃ）wasmeasured、

Eightsubjectswereaskedtoho]dtheireyesand/orheadinaninstructeddirectionfｏｒ６

ｍｉｎａｎｄｔｈｅｎｔｈｅａｆｔｅｒ－ｅｆｆｅｃｔｗｅｒｅｔｅｓｔｅｄｉｎｔｈｅｗａｙｓｍｅｎｔｉｏｎｅｄａｂｏｖe・Thefollovvings

wereobtainedastheresults：１）tllevisualstraiRht-aheadshiftedtotllesamedirectionas

eyeseccentricity、２）thedirectionofpointingtothestrait-aheadwasdisplacedtotheoppo‐

sitedirectiontoheadeccentricity、３）theinteractionofeyesandheadeccentricitieswas

foundinbothtests・Ｔｈｅｓｅｒｅｓｕｌｔｓｓｕｇｇｅｓｔｔｈａｔｔｈｅｅｙｅｓandheadpositions，andmidfrontal

plane（trunk）takepartintheperceptionofdirectionoftlleobjectsandastheresultof

integrationofthesefactorsofaxesthesubjectivestraight-aheaｄｉｓｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｌｎｔｈｉｓ

ｃａｓｅｔｈｅｉｒｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎｓｙｓｔｅｍａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅｉｒａｖｅｒａｇｉｎｇｓｙｓｔｅｍｓｈｏｕｌｄｂｅｔａｋｅｎｉｎｔo

consideration・Ａｎｄｓｏｍｅｄｉｆ[erentrefere､cesystemscouldworkindependentlｙ，depending
ｏｎｔｈｅｔａｓｋｉｎｔｈｅｔｅｓｔｔｒｉａｌｓ．

る（Ｈｏｗａｒｄ＆Templeton，1966)。主観的正面は，こ

の様に決定された物理的正面の判断された面である。主

観的正面は，感覚一緊張場理論（Wapner＆Werner，

1957；Ｗｅｍｅｒｅｔａ1.,1953）に関する実験，側方偏位

視実験などにおいて，自己を中心とした方向判断の基準

の指標として扱われてきた。そこで問題とされたのは，

主観的正面の変位の様相である。

Wernerらは，眼球を偏向させながら，真正面を指示

すると，真正面は偏向と同方向にずれ，頭部を偏向させ

ると逆方向にずれることを見いだした（Ｗｅｒｎｅｒｅｔａ1.,

1953)。

視野を側方に偏位させる喫形プリズムを通して，能動

的に動かしている自分の腕を見ていると，プリズムを外

１．はじめに

我々は自己を中心とした方向として，真正面という方

向を判断できる。真正面は，上下，左右といった他の空

間軸上の方向と比べて，自己の進行方向と結び付いてい

るという点で特徴的である。そして，物理的空間と現象

的空間の最も素朴で，かつ重要な接点として考え得るで

あろう。この真正面はどの様な要因によって規定される

のだろうか？

解剖学的，物理的に決定される身体の真正面と，主観

的正面とは，一般に完全には一致しない。物理的正面

ば，「眼球の輻轆が対称であるときの，両眼の角膜の表

面を結ぶ接線の中点を通り，直角をなす面」と定義され
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した後に,視覚指標の指示や主観的正面の指示が,プリズ

ムの偏向と逆方向にずれることが知られている(Harris，

1963)。この様な順応的なずれを引き起こす要因として，

自己受容感覚変化説が，歴史的に優位を保ってきた。視

覚的な見えと腕の位憶感覚の矛屑の解消として，Ｆ１己受

容感覚が視覚に沿うように変化するという考えである。

その他の要因としては，視野の偏位を補償する眼球や

頭部の実際の変位が考えられてきた（McLaughlm＆

Webster,1967,Craske,1967)。彼らは，順応の後に，

被験者の眼球の位置が偏位を楠微する方向にずれている

ことを報告している。このことは，視野を180゜回転さ

せるような変換への順応に比べ，側方偏位視野への順応

の方が，速やかに，より完全に達成されることからも推

測される。180゜の回転を補償するような眼球や頭部の

位置の変化に考えにくいが，側方への偏位では，眼球，

頭部ともに偏位と同軸方向の位耐の変化で補償できるか

らである。

これらの事実は，主観的正面がどの様に決定されるか

を探る手掛かりになる。実験的にある要因を変化させ，

それに対応して主観的正面の位置が変化するのであれ

ば，それが主観的正面を規定する要因の一つと考えるこ

とが出来るのである。

Wernerら（1953）の実験と側方偏位視実験を包括し

て考えると，主観的正面を規定するいくつかの要因を抽

出することが出来る。それは，１）眼球の偏向の効果，

２）頭部の偏向の効果，３）両者の相互効果である。偏位

視においても，光軸の変換による眼球の偏向や，それに

伴う頭部の偏向のように，必然的に強いられる負荷があ

る。これらの負荷は普通は意識されない。順応が達成さ

れたあとに，眼球の位置や，頭部の位置の変化があった

としても，それは自覚されない。そこで，Wernerらが

検討した眼球，頭部の偏向状態の直接の効果よりも，一

定時間偏向を維持した後の残効の方が，より側方偏位視

野への順応と対応した問題になる。

眼球を一側に偏向させると，主観的な真正面の位腫

はゾ眼の偏向と同方向に変位する。この主観的正面の変

位は，眼球の偏向の程度に比例し，４２゜眼球を－側に向

けたときに，最大６．に達することが報告されている

（Morgan,1978)。この偏向には２種類の残効がある。1

つは眼球を偏向させた後，被験者が自分の視線を真正面

に向けようとするときに，眼球はその偏向の方向にずれ

るというものである。もう１つの残効は，見えない手で

視覚ターゲットを指示するときに，反応が眼の偏向と同

時に指示したときと同じ方向にずれるというものであ

る。

ＰａａｐとEbenholts（1976）は，主観的正面の変位は，

眼球の偏向の程度と，偏向を維持した時間の両方に比例

することを見いだした。この様な残効は，時間とともに

速やかに消失してゆき，数分後には直後の反応と逆方向

への変位も起こり得る。偏向の時間が長い程残効は持続

し，偏向を８分間持続させた場合、残効は４分近くも持

続した、

頭部の偏向も同様の残効を導くことが知られている、

Ebenholts（1976）ば，１０分間頭部を左に２５．偏向させ

ると残効として，見えない手による視覚ターゲットの指

示において，反対方向の右へ変位することを報告してい

る,、

しかし，これらの研究では，身体の全身的なレヴニル

については考察されていない、眼球の偏向の維持の影響

を，眼位の変化に帰したり，眼球と腕や胴体との連関は

問題にせず，単に主観的正面の指示反応を指標としてい

る｡我々が日常，真正面と思う方向は，この様に身体の

部分のみに関するものではなく，全身に関連する方向で

ある。そこで本実験では，まず，眼球，及び頭部の偏向

の維持の影響を，視覚的な正面，指示による正面という

比較的末梢的なレヴェルにおいて検討し，次に歩行によ

る正面という，より全身的な方向の基準にも影響するか

杏かを検討した,、

２．実験

《実験１》

＜目的＞

胴体と頭部は常に身体的に正面に保ち，各々の条件に

おいて眼球だけを一定時間左，右，又は正面に向けさせ

た後に，主観的正面の位置にどの様な変化が生じるかを

検討する。主観的正面の変位の指標として，視覚的な変

化を捉えるために１）視覚的正面判断，胴体における変

化を捉えるために，２）閉眼正面指示の２つのテストを

用いる。

＜方法＞

1．被験者

慶鵬義塾大学学部生，聴繊生,院生８名。年齢は２２～

28歳で，３名が女性である、被験者の内３名は以前に本

実験に類する実験に参加したことがある。他の被験者に

は実験歴はない、

注）以下特に，主観的正面の位置の変化を「変位｣，眼
球やIIjj部を，右または左に向けた壮態を「侃位｣，

「偏向」という用語で表す。
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装置

上下２段の棚板を持つ机，および椅子。（図１参照）

可動式赤色ＬＥＤ

赤いＬＥＤの小光点。（図ｌ参照）
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＜テスト２－閉眼正面指示＞

被験者に閉眼のまま，装置の２段めの棚板の奥の垂直

の透明アクリル板面上（被験者から45ｃｍ）に届くまで

片手を入れさせ，自分の身体の真正面と思う位置を人差

し指で指示させた。スケールで被験者の指の位置を読承

取った．第１セッションでは，左手~右手一左手一右手

の順で，第２セッションでは右手一左手－右手一左手の

順で施行した。左手で反応する場合を，Ｌ試行，右手の

場合をＲ試行とする。

テスト１，テスト２は，独立して施行した。

2）眼球偏向持続期

被験者を開眼させ，光点呈示桟上つまり，被験者の前

額平行面上に呈示した光点を，閉眼の合図をするまで凝

視させた。

光点の位置は，

１．１条件：物理的正面の左３０°

２．０条件：物理的正面,．～、

３．ｒ条件：物理的正面の右３０°

の３位置である（図２－ａ参照)。

光点を凝視させることで,Ⅱ1球の位置を保証した。従

って，被験者には，ただ漠然と光点を見るのではなく，

多少の努力を払って凝視するように教示した。眼球偏向

持続時間は６分間であった。

3）POST-TEST

＜テスト１－視覚的正面判断＞

PRE､ＴＥＳＴと全く同様に施行した。

＜テスト２－閉眼正面指示＞

PRE､ＴＥＳＴと全く同様に施行した。

＜結果＞

各眼球偏向条件について，被験者ごとに,PRE-TEST，

POST-TEST各々を平均し，PRE-TESTの値から

POST･ＴＥＳＴの値を引いたものを角度に換算し，主観

的正面の変位量とした。PRE-TESTにおける値を基準

とし，左方向のずれを＋，右方向のずれを－で表す。

テストに１，２おいてＬ試行，Ｒ試行には差がなかった

のでまとめて処理した。表１にテスト別の変位量の平均

を示す。

＜テスト１－視覚的正面判断＞

ｔ検定によれば，変位鐙の全被験者平均は，１条件，

(t＝4.43,..f､＝７，ｐ＜0.005入ｒ条件（t＝-4.27,..f・

＝7,ｐ＜0.005)において共に統計的に有意な値で，各々

の条件で眼球の偏向と同方向に主観的正面が変位したこ

とを示していろ。統制条件の０条件においては汀変位量

は-0.09゜で，変動はないといえる（t＝-0.45,..f､＝

－－

ヨロ器

図１実験１，２，３：装置の概観図

3．手続き

実験}よ慶應義塾大学日吉心理学研究室，完全暗室で行

った｡

手続きは，PRE-TEST→ＩＩＲ球IWij向維持期→POST‐

ＴＥＳＴの順から成る。

眼球偏向条件は図２－ａに示した３条件である。テスト

条件は１）視覚的正面判断，２）閉眼正面指示の２条件，

繰り返しが２回の計１２試行である．

1）PRE-TEST

＜テスト１－視覚的正面判断＞

被験者から200ｃｍに光点を呈示する。光点は予め動

かしておく。開眼した被験者に，自分の体の真正面と感

じる位置に光点が来たら合図をさせ，その位置を記録し

た。この時，眼ば常に真正面と感じる方向に向けている

ように教示した。また，反応後は直ちに閉眼するよう指

示した。光点を明らかに主観的正面の左と判断される位

歴から，右方向に動かす場合をＬ試行，明らかに右と判

断される位極から，左方向に助かす場合をＲ試行とし，

第１セッションではＬ－Ｒ－Ｒ－Ｌの順で，第２セヅシ

ョソではＲ－Ｌ－Ｌ－Ｒの順に計４試測定したか
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物理的真正面物理的真正面

Ｌ

竃|記
２－ａ眼球偏向条件(実験１） ２－ｂ頭部偏向条件(実験２）

物理的真正面

２－ｃ眼球、頭部偏向条件(実験３）

図２各実験における偏向持続期の条件

眼球偏向条件と被験者間に関する２要因配置分散分析

によると，変位量に影響を与えるのは，眼球偏向条件と

被験者間の交互作用だけで(F(,1.2`>＝2.18,ｐ＜0.05）あ

った（表２－ｂ参照)。

＜考察＞

テスト１－視覚的正面判断において，１条件，ｒ条件

の変位量のみが，統計的に有意な値であり，変位の方向

7,ｐ＞0.25)。

眼球偏向条件と被験者間に関する２要因配置分散分析

によると，変位量に影響を与えるのは眼球偏向条件の要

因だけである（F(2.24)＝29.38,ｐ＜0.01)。（表２－ａ参照）

＜テスト２－閉眼正面指示＞

変位量の全被験者平均は，何れの眼球偏向条件におい

ても，統計的に有意な値ではなく，ほぼ０である。
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表ｌ実験１：主観的正面の変位量の全被験者平均

｡

1-視覚的正面判断 2-閉眼正面指示テス卜

偏向条件 １ ０ １ 0「 ｒ

平 均 －１．９８3．０６ -0,09 0．１２ －０．０６ 0．０２

Ｓ、 ，． 1．８３ 0．５１ 1．２３ 1．１３

０．２８

0．４５ 1．１２

4.43**＊ －４．２７**＊ｔ －０．４５ -０．３８ 0．０５

(単位：degree） ＋は左方向への変位，－は右方向への変位を表わす。＊*＊ｐ＜0.005

表２－ａ実験１：テスト１－視覚的正面判断につい

ての分散分析表
テスト２－閉眼正面指示における分散分析において，

眼球偏向条件と被験者間の交互作用ありという結果は，

他の被験者とは逆の傾向を示した者がいたためと思われ

る、

弧目由度不偏分撒

05-93２９－３F

硬験者間（Ｂ）１３４．０９

《実験２》

＜目的＞

実験１では，一定時間保持した眼球の偏向によって主

観的正面がどの様に変位するかを明らかにした。実験２

では，眼球の位置は頭部に対して常に正面を保ち，頭部

の象右，又は左に向けさせたのちに主観的正面がどの様

に変位するかを，テスト条件は実験１と同じものを用い

て検討する。

＜方法＞

Ｌ装置

実験１と同じ装置を用いた。

2．被験者

実験１に参加した８名全員

3．手続き

，概要は，実験１と同様である。頭部偏向条件は図２－ｂ

に示した２条件，テスト条件は１）視覚的正面判断，２）

閉眼正面指示の２条件，繰り返しが２回で，計８試行で

ある。

1）PRE-TEST

＜テスト１－視覚的正面判断＞

実験１における手続きと全く同様である。

＜テスト２－閉眼正面指示＞

実験１における手続きと全く同様である。

2）頭部偏向持続期

PRE-TEST終了後，顎台を下記の条件にしたがって

回転させる。回転の角度は顎台の台座に取り付けた分度

器で読象取った。

頭部偏向条件は，

ＬＬ条件：頭部を胴体に対して左に３０゜向けさせる。

ヨ
Ｌ」

rl

L｣ [1９

全体 380.18４７

*＊ｐ＜０．０１

表２－ｂ実験１：テスト２－閉眼正面指示について

の分散分析表

変動因｜平方和自由度不偏分散Ｆ

眼球偏向条件(A)｜
被験者間（Ｂ)｜
Ａ×Ｂ

誤差

１．８４

１．９６

４８．０７

３７．８８

９
】
７
４
４

．
１
９
】

0．９２

０．２８

３．４３

１．５８

０．５８

０．１８

２．１８＊

全体 89.75４７

＊ｐ＜０．０５

}よ，１条件では左方向，ｒ条件では右方向である。統制

条件の０条件では，変位量はゼロと見なせる。テスト

２－閉眼正面指示では，何れの条件においても，変位量

はゼロと見なして良い値である.このことから，眼球偏

向の残効は，視覚的な正面には影響を与え，その変位の

方向は１条件，ｒ条件で対照的であるが，指示による正

面には影響しないことが分る，

本実験では眼球偏向持続期は６分間であったが，視野

変換実験における研究や，眼筋の生理学的機織を考慮す

ると，時間的要因が影響することも十分に考えられる。

偏向持続時間が，もっと長くなると，眼球偏向の残効

が，指示による主観的正面に影響響する可能性も考えら

れ，今後の研究が必要である。
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光点は頭部に対して正中面上に呈示する。〆

２．Ｒ条件：頭部を胴体に対して右に30゜向けさせるに，

光点は頭部に対して正中面上に呈示する。＿

の２条件である（図２－ｂ参照)。光点を頭部の正中面上

に呈示することによって眼球のIiii向の要因を排除した。Ⅱ

頭部の回転の方向に胴体も回る傾向があるが，被験者に

は，胴体はなるべくPRE-TEST時の位置を保ち，頭部

は顎台に対して真直の位圃を保つように教示した。光点

は，多少の努力を払って凝視するように教示した。

3）POST-TEST

＜テスト１－視覚的正面判断＞

PRE-TEsTと同様に施行した。

＜テスト２－閉眼正面指示＞

PRE-TESTと同様に施行した。

＜結果＞

表３にテスト別の変位量の平均を示す。

＜テスト１－視覚的正面判断＞

変位瞳の全被験者平均は，Ｌ条件，Ｒ条件どちらにつ

いても，統計的に有意な値ではなかった。

頭部偏向条件と被験者間に関する２要因配置分散分析

によると，変位量に影響を与えるのは被験者間の要因

(F(7.,6)＝6.64,ｐ＜0.01）と頭部偏向条件と被験者間の

交互作用であった（F＝(7J6)＝2.93,ｐ＜0.05)。（表４－ａ

参照）

＜テスト２－閉眼正面指示＞

変位量の全被験者平均は，Ｌ条件（t＝-2.57,..f-

7,ｐ＜0.05）においても，Ｒ条件(t＝2.53,..f､＝7,ｐ＜

0.05）においても，統計的に有意な値で，頭部の偏向と

逆方向の変位を示した。

頭部偏向条件と被験者間に関する２要因配置分散分析

によると，変位量に影響を与えるのは，頭部偏向条件

(F(１．M,)＝112.44,ｐ＜0.01）と被験者間（F(7.M;)＝9.66,ｐ

＜0.01)，交互作用（F(7,16)＝2.18,ｐ＜0.05）の全てであ

った（表４－ｂ参照)。

表３実験２：主観的正面の変位鐙の全被験者平均

第３０号1989

表４－ａ実験２：テスト１－視覚的正面判断におけ

る分散分析表

変動因１平方和自由度不偏分散Ｆ

頭部偏向条件(Ａ）

被験者間（Ｂ）

ＡｘＢ

誤差

２．２０

１８９`４８

８３．４６

６５．２１

２．２０

２７．０７

１１．９２

４．０７

0.54

6.64*＊

2.93＊

７
７
６
１

全体 340.35３１

＊ｐ＜０．０５＊＊ｐ＜０．０１

表４－ｂ実験２：テスト２－閉眼正面指示における

分散分析表

変動因｜平方和目lil度不偏分i艇Ｆ

112.22*＊

９．６６*＊

７．４１常＊

頭部偏向条件(Ａ）

被験者間（Ｂ）

ＡｘＢ

誤差

２１８．９８

１８．８２

１４．４２

１．９５

１
７
７
６
１

218.98

131.72

100.97

３１．１６

全体 482.83３１

＊1‘ｐ＜０．０１

＜考察＞

実験１とは対照的に，テスト２－閉眼正面指示におい

ての象両頭部偏向条件において，変位趣は統計的に有意

であった。よって，頭部の偏向の残効は，指示による主

観的正面にの率影響を与え，変位の方向は，頭部の偏向

と逆方向であるといえよう。

統計的に有意な変位量であったテスト２－閉眼正面指

示において，Ｌ試行とＲ試行に差がなかった。本実験で

は，胴体は常に一定に保たれていたことから，頭部の偏

向の残効に影響されたのは，胴体を基準とする方向，又

'ま位置感覚であり，腕の位置感覚ではないと結論でき

る。

テスト１－視覚的正面判断における分散分析の結果

は，個人差が激しいことを示している。変位の方向が，

Ｌ条件，Ｒ条件で対称的な傾向であった者が４名，同方

向でったものが４名という結果からも，頭部偏向条件

が，視覚的な主観的正面に，組織的な影響を与えるとは

言えない｝テスト２－閉眼正面指示における分散分析の

結果は，頭部偏向条件の影響が非常に強いことを示して

いる。

6６１２．８５１２．６（１

Ｌ」

《実験３》

＜目的＞

実験１では眼球の偏向のみ，実験２では頭部の偏向の

「’

Ｌ」

砂位．－０エモ

＊ｐ＜０．０５変位を表わす。
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象について検討した。実験３では，眼球/頭部偏向持続

期において眼球を向ける方向と頭部を向ける方向が，一

致する場合，一致しない場合の４条件について，主観的

正面がどの様に変位するかを，実験１，２と同じテスト

条件を用いて検討する。

＜方法＞

Ｌ装置

実験１，２と同様の装置を用いた。

２．被試者

実験１，２に参加した８名全員。

３．手続き

ＭＨ要は，実験１，２と同様である。頭部/眼球偏向条

件は，図２－ｃに示す４条件，テスト条件は１）視覚的正

面判断，２）閉眼正面指示の２条件、繰り返しが２IDIの

計１６試行である．

1）PRE-TEST

＜テスト１－視覚的正面判断＞

実験１，２と同様に施行した，

＜テスト２－閉眼正面指示＞

実験１，２と同様に施行した。

2）眼球/頭部偏向持続期

PRE-TEST終了後，顎台を下記の条件に従ってＭ１版

させる。回転の角度は顎台の台座に取り付けた分度器で

読み取った。凝視点の位置は下記の通りである。

頭部の偏向方向を大文字，眼球の偏向方Iｲﾘを小文字で

表す。頭部/眼球偏向条件は，

ＬＬｌ条件：頭部は左に30°向け，光点は頭部の位置

に対して左に30°の位置に呈示、

2．Ｌｒ条件：頭部は左に30コ向け，光点は頭部の位置

に対して右に30°の位世に呈示。

3．Ｒｒ条件：頭部は右に３０゜向け，光点は頭部の位置

に対して右に30ｺの位置に呈示。

4．Ｒ１条件：頭部は右に３０゜向け，光点は頭部の位置

に対して左に３０°の位置に呈示、

（図２－c参照)。

３）POST-TEST

＜テスト］－視覚的正面判断＞

PRE-TESTのとき全く同様に施行した。

＜テスト２－閉眼正面指示＞

PRE-TESTのときと全く同様に施行した．

＜結巣＞

表５にテスト別の変位量を示す。

＜テスト１－視覚的正面判断＞

変位量の全被験者平均は，Ｌ１条件（t＝-2.67,..f・

＝7,ｐ＜0.05)，Ｒｒ条件（t＝-3.61,..ｆ＝7,ｐ＜0.01）

について，統計的に有意であった。Ｌｒ条件，Ｒ１条件

では，統計的に有意な値は得られなかったが，４条件を

通じて変位の方1句は眼球の位置と同方向であった．

頭部/眼球偏向条件と被験者間に関する２要因配置分

散分析によると，変位量に影響を与えるのは頭部/眼球

条件の要因(F(…)＝31.60,1〕＜0.01）と交互作用であっ

た（F2L32)＝5.87,ｐ＜0.01人（表6-ａ参照）

＜テスト２－閉眼正面指示＞

変位量の全被験者平均は，Ｌ１条件（t＝-3.69,..f、

＝7,ｐ＜0.01)，Ｌｒ条件(t＝－９．７１，．．ｆ＝7,ｐ＜0.005)，

Ｒｒ条件（t-1.48,..f､＝７，１)＜0.005)，Ｒ１条件（t＝

2.72,..ｆ＝7,ｐ＜0.05)で，全ての条件が統計的に有意

な値で，頭部の位値と逆方向の変位を示した。

頭部/IUA球偏向条件と被験者間に関する２要因配置分

散分析によれば，変位量に影響を与えるのは，頭部偏向

条件（F(3.:１２)＝128.84,ｐ＜0.01）と被験者間（F(7.32)＝

2.26,ｐ＜0.05)，交互作用（F(21.32)＝7.16,ｐ＜0.01）の

全てであった（表６－ｂ参照)。

＜考察＞

テスト１－視覚的正面判断では，変位の方向は，眼球

の偏向と同方向であり，テスト２－閉眼正面指示では変

位の方向は，頭部の偏向と逆方向である。視覚的な正面

には眼球の偏向の影響が大きく，胴体の正面には頭部の

表５実験３：主観的正面の変位量の全被験者平均

妻iLjlmIi＝[三丁三竿鷺:二F三二
ａ３４１Ｌ８９１４Ⅲ’’３．３３１０．９７１２４１１２７４

テス卜

偏向条件

平均

Ｓ、，．

皿
一
趣
一
繩

2.67＊’-1.721-3.61**11.771-3.69**’-9.71***14.48…’2.72＊ｔ

(単位：degree） ＋は左方向への変位，－は右方向への変位を表わす。
＊ｐ＜0.05,＊＊ｐ＜０．０１．＊*＊ｐ＜0.005
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表６－ａ実験３：テスト１－視覚的正面判断におけ

る分散分析表

変動隅｜平方和瞥不偏分散Ｆ
31.60*＊

２．００

５．８７*＊

頭部/眼球偏向条件(Ａ）

被験者間（Ｂ）

ＡｘＢ

誤差

462.09

68.23

600.85

155,99

３
７
１
２

２
３

154.03

９．７５

２８．６１

４．８７

全体 1287.1663

*＊ｐ＜０．０１

表６－ｂ実験３：テスト２－閉眼正面指示における

分散分析表

変動囚｜平方和箸不偏分散Ｆ

謹績…';Ｉ
123.84*＊

２．２６＊

7.16*＊

292.98

５．３４

１６．９４

２．３７

878.95

37.40

355.79

７５．７０

３
７
１
２
２
３

誤差

全体 1347.8463

図３実験４：装置の,概観図

３と同様の眼球偏向条件，頭部偏向条件，頭部/眼球偏

向条件が，より全身的なレヴェルでば主観的正面にどの

ような影響を与えるかを検討する、

＜方法＞

1装置

1）姿勢保持台：十字型に組んだ木製の棚。（図３参照）

2）足型：被験者の立つ位置を固定させる為に用いた，

左足のかかとの部分の足型。（図３参照）

3）運動靴：足型に合わせ，条件を一定にするために使

用した,、２６ｃｍと２４ｃｍの二組用意し，被験者の足

のサイズによって使い分けた。靴先には縦に基準線を

いれ測定の際の指標とした。

2．被験者

実験１，２，３に参加した８名全員□

3．手続き

入室した被験者に直ちに，所定の靴に履き返えさせ，

足型に仮固定する、被験者に前方の壁に対して真直と思

うように，ごく自然な感じで立たせて，足型の位置を微

調整してから釘で固定した。右足用の補助板もその時釘

で固定した。

テストは１）PRE-TEST→2）頭部/眼球偏向持続期→

3）POST-TESTの順からなる，

眼球偏向条件，頭部偏向条件，頭部/眼球偏向条件は

各々実験１，２，３と全く同様である（図２参照)。

＊ｐ＜0.05．＊＊ｐ＜０．０１

偏向の影響が大きいと言え，実験１，２の結果と対応

する。次に，眼球の位置と，頭部の位置との関連につい

て考える。

テスト１－視覚的正面判断：Ｌ１条件とＲ１条件，

Ｌｒ条件とＲｒ条件をそれぞれ比較すると，頭部の偏向

と眼球の偏向が一致している条件の方が僅かながら変位

量は大きい（約0.4｡)。

テスト２－閉眼正面指示：Ｌ１条件とＬｒ条件，Ｒｒ

条件とＲ１条件を，各々比較するへ頭部とlUA球の偏向が

一致している条件の方が，変位鼠は大きく，その差はそ

れぞれ約1゜である。

Werneretal.（1953）の仮定からすれば，頭部と眼球

の偏向が不一致の時に，相乗的な変位の効果があるはず

だが，上記の結果はそれを支持していない。眼球や頭部

の偏向の同時的な効果と，残効では，性質が異なること

が示唆される。

《実験４》

,＜目的＞

実験１，２，３においては主観的正面の指標は，主とし

て眼位に関連する視覚的正面判断と，主に胴体に関連す

る閉眼正面指示であった。実験４では，暗黒内で真正面

と思う方向に歩かせるというテストを用い，実験１，２，

分



９眼球，及び煩部の位置が主観的正面に与える影響について

表７実験４：暗/ilA内正面歩行における主観的正面の変位量の全被験者平均

ｒ０眼球偏向

ｔｌ平均ｌＳ.，．’ｔｌ平均｜Ｓ､Ｄｌｔ平均｜ｓ・Ｕ

ｌＬｌＯｌＲ
Ｉ

-3.5111排’-4.57…’-4.5311.621-.7.38…’０.()３１０．７４１０．１０頭
部
偏
向

L４９１３５１１．１０１－０．０３１０．８１１－０．１１１－2.0012201-2.40＊

-ｑ５２１１．７４－ｑ７９１Ｌ６９１１､2813.49*＊，５．１５１１．７２１７．３３**則

＊ｐ＜０．０５，＊＊ｐ＜０．０１，＊*＊ｐ＜0.005(単位：degree）

表８実験４暗黒内正面歩行における分散分析表1）PRE-TEST

＜暗黒内正面歩行＞

足型の位臓を決めた後，被験者に自分の体の真正面と

感じる方向に歩かせた。歩行中は眼を開けている様に指

示した。歩行距離は200ｃｍで、張ってあるロープに足

が触れたら，立ち止まらせ，シールにより位置を記録し

た。被験者には出来るだけ日常歩いているのと同じ様に

自然に歩くようにと教示した。歩き始めの踏み出しは常

に左足から行わせ，計４試行測定した。

足型から前面の壁に向かって引かれた正中線からシー

ルまでの距離を測定し４回の試行の平均をPRE-TEST

のデータとした。

2）眼球/頭部偏向持続期

被験者の左足を足型にlilil定し，ごく自然な姿勢で立た

せる。

姿勢保持台を被験者の前にセットし閉眼で顎台に蒜

かせ，ベルトで頭部を固定する。条件に従った位腫に光

点を呈示し，被験者に開眼させ，凝視させた。頭部を回

転させる条件では，胴体は初めに決めた正面の位置，頭

部は顎台に対して真直の位置を心がけるように教示し

た。

眼球偏向条件，頭部偏向条件，頭部/眼球偏向条件は，

１．１条件２．０条件３．ｒ条件

４．Ｌ条件５．Ｒ条件６．Ｌ１条件

7．Ｌｒ条件８．Ｒｒ条件９．Ｒ１条件である。

（図２参照）

各回の測定毎，最初に５秒間，再び眼球/頭部偏向持

続期を挿入する以外は，PRE-TESTと全く同様に行っ

た。各試行ごとに，５秒間の再偏向持続期を挿入した理

由は，歩行というテスト条件は，実験１．２，３で試行し

たテスト１，テスト２に比べて，遙かに施行中に受ける

フィードバックが多いことを考慮したためである。

偏向持続期の６分の後，直ぐに，一旦眼を閉じるよう

に指示した。この時姿勢保持台からはなれないように教

変動因｜平方和自由度不偏分散Ｆ

４．２６＊

48.16*＊

５．４６*＊

17.51＊＊

７．０９*＊

２．９２*＊

１．４７*＊

眼球偏向条件(Ａ）

頭部偏向条件(１３）

被験者間に）

ＡｘＢ

Ａ×Ｃ

ＢｘＣ

ＡｘＢｘＣ

誤差

１８．７３

２１１．８３

24.03

77.01

３１．１９

１２．８３

６．４７

４．４０

２
２
７
４
４
４
８
２

１
１
２
７

３７．４６

４２３．６６

１６８．２４

３０８．０４

４３６．６５

１７９．６０

１８１．０９

３１６．６９

全体 2051.43１４３

＊ｐ＜０．０５，＊＊ｐ＜0．０１

示し頭部固定ベルトを外した。続けて，５秒間，直前

と同様の眼球/頭部偏向条件で光点を凝視させ，その後

閑眼を指示した。同時に姿勢保持台を回転させ被験者か

ら取り除き，１りび，PRE-TESTと同様に自分の正面と

思う方向へ歩かせた。計４試行行った。

＜緒果＞

各位樋条件について，各被験者ごと，セッション別

に，PRE-TEST，POST-TEST各々を平均し，PRE‐

ＴＥＳＴの値からPOST-TESTの値を引いたものを角度

に換算し，主観的正面の変位瞳とした。第１セッション

と第２セッションの平均を各被験者別に算出した。

PRE-TESTの平均値を基準とし，左方向のずれを＋，

右方向のずれを一で表す。例えば，１条件は頭部偏向が

０，眼球偏向が１と考えられるので位置条件1)～9)は，

眼球偏向条件（１，０，ｒ）と頭部偏向条件（Ｌ，０，

Ｒ）のマトリクスとして整理できる。表７に変位量の平

均を示す。ｒ条件，Ｌ条件，Ｒ条件，Ｌ１条件，Ｒｒ条

件において，変位量は統計的に有意な値で，ｒ条件では

変位は眼球の位置と同方向，あとの頭部が関係する条件

では，変位の方向は，頭部の位置と逆方向であった。１

条件，Ｏ条件，Ｌｒ条件，Ｒ１条件では，変位量はゼロ
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と見なせる。眼球偏向条件,言頭部偏向条件，被験者間の

３要因配置分散分析の結果は，全ての要因，交互作用と

も有意であった（表８参照)。

＜考察＞

変位の方向は，眼球だけを偏lｲﾘさせた条件では，眼球

のﾙＩ向と同方向，頭部の染を偏向させた条件では，頭祁

の偏向と逆方向であった。これは，実験１のテスト１－

'視覚的正面判断における結果，実験２におけるテスト

２－閉眼正面持示の結果と同じ特徴を示している。歩行

による正面という，より全身的なレヴェルにおいては，

眼球の偏向も，頭部の偏向も影響を与えるが，より頭部

の位置の方が重要であるといえる。頭部の位置と，眼球

の位置が一致しないＬｒ条件，Ｒ１条件においては，変

位戯としてほぼゼロを示したことは興味深い。胴体に対

して眼球の偏向と，頭部の偏向が余りに，不一致な場合

（それぞれ６０°の差がある）には，両者の偏lri1が相殺さ

れることが考えられる。jjk的加１，kの程度による変位の方

向の逆転は，いわゆる垂直視におIナるＥ効果，Ａ効果に

例を承る,本実験では，眼球及び，頭部の偏向は３０°の

糸であった。頭部の偏向の程度に比べて，眼球の偏向の

程度が小さい場合，大きい場合について検討することに

より，Ｌｒ条件，Ｒｌ条件の相殺傾向を明確にできるで

あろう。

Ｐａｐｐ＆EbenhO1tz(1976）は，眼球の偏向の持続時間

と，テスト施行までの時間の問題を検討し，持続時間が

短かい程，またテストまでの時間が長い程，変位の方|イリ

が逆転しやすいことを指摘している。本実験では，偏向

の持続時間はいずれも６分ウテスト施行の所用時間は３

分以内であり，テスト施行中の変位方向の逆転は認めら

れなかった、しかし，実験４においてＬｒ条件，Ｒ１条

件に見られた相殺の傾向を考慮すると，偏向持続時間を

６分以外の数段階に設定する必要がある。

寺田・宮川（1957）は，感覚一緊張場理論を検証する

実験においてプ主観的直進歩行の偏碕の方向をiilHiベ，未

分節な空間の歩行では，必ず右，または左に偏椅し，そ

の偏椅方向は個人に特有なものであると推定している，

寺田らの歩行距離は，およそ２５ｃｍであった。しかし，

本実験の結果は，眼球偏liFil，頭部偏|可による組織的な主

観的正面の変位を示している。歩行距離が２ｍ程度で

は，個人に特有の偏俺よりも，本実験のような手続きに

よる影響が色濃く現れるといえよう。

３．結論

実験１，２，３をテスト別にまとめると，実験４と同様
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図４テスト別の変位量

Ｒ

のグラフで示すことが出来る（図４参照)。

眼球の偏向の効果は，視覚的な正面に，頭部の偏向の

効果は胴体に関連した正面に，非常に影響する。眼球の

位置と，頭部の偏向の相互作用は，視覚的な正面，胴体

の正面においては，その存在が示唆されるという程度で

あったが，歩行というより全身的なレヴェルにおいて

は，明確に現れた。

テスト１－視覚的正面判断，テスト２－閉眼正面指示

において，Ｌｒ条件，Ｒ１条件共に頭部の偏向と逆方向

に大きな変位を示している６実験の４暗黒内正面歩行に
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１１眼球，及び頭部の位世が主観的正lIliに与える影響について

おいて，Ｌｒ条件，Ｒ１条件でI'よ，相殺されて変位量｛よ

ゼロに近かった。視覚的にも胴体の位置感覚的にも主観

的な変位が大きすぎると逆にそれを引き戻す様な効果が

生じることが考えられる，

全実験を通して、どの姿勢条件においても，ＰＯＳＴ

ＴＥＳＴ時に，頭部と胴体の真正面のイー致感，体の正

面と眼でみた正面の不一致感を報告した被験者が数名い

た。特に１人の被験者は，ほぼ全条件において不一致感

を訴えたが，その程度は，判断に窮する程ではなく，な

んなくここが，正面だという感じはあったと報告した，

これらの結果から，身体各部には，各々の正面があ

り，我々の普段の１１常生活の中での真正面とは，それら

を下部構造とした統一された真正面という方向であるこ

とが示唆される。身体の刀動的な纒リの~ijiiと考えられ

よう。

本実験で用いた眼球及び，頭部のIITi向という手続き

ば，身体各部の正常な機能的連関を変化させたと考えら

れる。この趣味で，本実験は，視野変換実験と同様に関

係破壊実験といえる。そして，主として視野変換実験に

おいて問題とされてきた身体の機能的連関の概念を，こ

のような観点からも考え得ることを示していよう。

Harris（1974）は，主観的正面の移動について，眼球

の変位は，「どこが真正､iであるかという概念」の変化

に起因するものと考え，認知的な要因を重視するが，本

実験において，組織的に変化させた111A球，及び頭部の偏

向に対応して，組織的な主観的正面の変化が生じたこと

を考慮すると，眼球や頭部の位l萱が主観的正面をkliL定す

る要因であることは明白である。伝統的に，側力侃位視

野への順応を導く要因としては，IIarris（1963）のいう

自己受容感覚の変化が似位を占め，lUjl球や頭部の変位

は，比較的軽視されてきた。しかし本実験の結果は，

側方＃i位視野へのⅡ頂応にとって，眼球や頭部の変位も重

要であるということを間接的に支持するだろう。
●｡●■｡●Ｓの中のウロヂ■￣￣￣￣￣￣￣■与口■ｓ￣■●■￣￣￣■中ウ●●■●巴｡⑤●●●●●占寸●￣￣￣￣￣￣￣￣●￣￣の早一●●￣の■■■■■ＳＣ●￣￣￣￣の●ＣＣ－￣●－－－－－－●●■ＳＳＬや巴｡――ヰー巳

注本論文は昭和64年度社会学研究科Iこ提出した修士
論文の一部である
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